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留学レポート Study Abroad Report 

プログラム応募の経緯 

４年になるまで、勉強はそこそこにサークル活動に精を出してきました。研究室に配属された後は、周りにあわ

せてなんとなく大学院に進学し、就職するものだと考えていました。しかし、休学して自身の道を模索する友人

に影響を受け、このままでいいのかという焦りを感じるようになりました。また、所属していた研究室の規模が

小さく、視野が狭くなってしまうことも不安に感じるようになりました。そこで、１度違う環境で研究に取り組

んでみたいという思いから、語学研修と企業研修からなるヴルカヌスインヨーロッパプログラムに応募しました。

学部を卒業して、大学院の入学直後１年休学して、プログラムに参加しました。 

 

プログラムの内容 

語学研修では、コロナ禍のため英語とドイツ語のオンラインレッスンを受講しました。英語は B2 レベル、ドイ

ツ語は A1 レベルを修了しました。実際に、ドイツに渡航してみると、英語ドイツ語ともに語学力のなさを痛感

することが多かったです。企業研修はドイツの研究機関である Fraunhofer IISB（集積システム・デバイス技術

研究所）で６カ月（ビザ取得の遅れのため実質４カ月）のインターンに取り組みました。Fraunhofer IISB は

Erlangen というドイツ南部の小さな大学都市に位置しています。インターンではシミュレーションによるパワ

ー半導体デバイス設計の最適化に取り組みました。学部で取り組んでいたテーマとやや異なることもあり、教科

書を片手にシミュレーションに取り組んでいました。日本で働いた経験がなかったこともあり、どのように仕事

を進めていけばいいのか試行錯誤の日々でした。自身で論文を読み進めたり、積極的に上司と議論するようにす

るなど心がけていました。自身の成長にはつながったインターンでしたが、何か貢献できたのかを考えると悔し

さが残るものでした。 

 

余暇時間の過ごし方 

ドイツ語の語学学校に通ったり、周辺国に旅行したりして過ごしていました。その他には、在独研究者のキャリ

アフォーラムに参加したり、meetup や facebook から国際交流コミュニティや日独のスタムティッシュに参加

しました。インターンだけでは人間関係を築いていくのが難しく、もともと社交的でないこともあり、意識的に

このような集まりに参加するようにしていました。少しずつ現地で友人や顔見知りが増えていきました。 

 

プロフィール（Profile） 
 

氏 名 坂井 洸太 
所 属 工学研究科 電子物理系専攻 
学 年 修士 1 年 
 
留 学 先 Vulcanus in Europe 2022 
 Fraunhofer IISB(ドイツ)での 
 インターンシップ 
 
留学期間 2022/8/10~2023/3/22 



 

アイルランドプチ留学 

有給休暇をインターンでも使うことができたのですが、使い時を考えているうちに、帰国間際で一週間ほどの有

給を消化しなければならなくなりました。なので、アイルランドで 1 週間英語の語学学校に通いながら観光して

過ごしました。パブに行ったり、美術館まわったり、自然を満喫したりしました。 

 

苦労したこと 

最後まで、同僚との人間関係を築いていくことに苦労しました。すれ違う際挨拶をしようにも目が合わなかった

り、ランチでのドイツ語の会話に参加できなかったり、会社のクリスマスパーティーで席がなかったりと、疎外

感を感じることが多々ありました。1 対 1 で話しかけられるときに話しかけてみたり、時事ネタを話してみたり

工夫してみましたが、会社で馴染んでいくにはもう少し時間が必要だと感じました。 

 

最後に 

プログラムに参加する前は、ドイツでの充実した生活やインターンでも貢献していくことを期待していました。

しかし、ビザ取得が遅れたり、人間関係で悩み、インターンでの貢献の仕方がわからないまま、終わってしまい

ました。だからこそ、その悔しさや危機感が現在のモチベーションにつながっています。インターンを通じて、

半導体の分野に携わっていきたいという思いを再確認することができ、博士課程への進学も前向きになりました。

今まで海外経験もなくインターンも大それたことだと思っていましたが、きちんと自身の強み（専門分野）があ

り、英語で議論ができれば十分ドイツで働いていくことが可能だと認識することができました。具体的に将来の

キャリアまでは定まっていませんが、半導体の分野で国内外問わず活躍できるよう、より一層、研究や英語学習

に励んでいきたいと考えています。 

 

 

アイルランドでの写真 



 

国際交流コミュニティでの写真 

 

ヨーロッパ旅行先での写真 

 

 


